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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
テ
レ
ビ
君

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
１
８
４
Ｍ

【
作
者
名
】

　
ク
レ
ー
ン
　
ケ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
テ
レ
ビ
君
と
い
う
次
世
代
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
発
売
さ
れ
た
。

テ
レ
ビ
君
は
子
供
達
の
間
で
と
て
も
人
気
者
に
な
っ
た
。
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通
称
「
テ
レ
ビ
君
」
と
い
う
新
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
、
発
売
さ
れ
る
と
世
界
中

で
話
題
に
な
り
何
百
万
台
も
売
れ
た
。

「
テ
レ
ビ
君
」
は
次
世
代
の
新
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
勿
論
テ
レ
ビ
も
見
る
事
も
出

来
れ
ば
、

ゲ
ー
ム
も
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
繋
が
る
し
、
な
に
よ
り
人
間
の
言
う

事
を
よ
く
聞
く
ロ
ボ
ッ
ト
だ
っ
た
。

大
人
に
も
人
気
の
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
だ
っ
た
が
、
特
に
子
供
に
人
気
の
あ
る
ロ
ボ

ッ
ト
だ
っ
た
。

大
人
達
は
仕
事
で
忙
し
か
っ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
君
は
子
供
の
子
守
り
代
わ
り
に

と
て
も
重
宝
さ
れ
た
の
だ
。

テ
レ
ビ
君
は
子
供
の
言
う
事
を
聞
く
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
の
で
、

大
人
は
安
心
を
し
て
子
供
を
家
に
残
し
外
で
仕
事
を
す
る
事
が
出
来
た
の
だ
っ

た
。

「
ね
え
、
テ
レ
ビ
君
、
と
て
も
退
屈
だ
よ
」

と
子
供
が
言
う
と
テ
レ
ビ
君
は

「
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
、
じ
ゃ
あ
こ
ん
な
番
組
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
言
い
、
子
供
の

好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
を
子
供
に
見
せ
る
の
だ
っ
た
。

特
に
兄
弟
の
居
な
い
一
人
っ
子
の
子
供
は
テ
レ
ビ
君
を
と
て
も
大
事
に
し
た
。

「
ね
え
、
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
よ
」
と
子
供
が
言
う
と
、
テ
レ
ビ
君
は
子
供
相
手

に
人
気
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
で
あ
げ
る
の
だ
っ
た
。
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な
に
し
ろ
、
テ
レ
ビ
君
は
人
間
の
よ
う
に
疲
れ
と
い
う
の
知
ら
ず
、
電
源
さ
え

あ
れ
ば
い
つ
ま
で
も
子
供
の
相
手
が
出
来
る
の
だ
。

子
供
は
次
第
に
外
で
遊
ば
な
く
な
り
、
家
の
中
で
テ
レ
ビ
君
と
遊
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。

数
年
経
ち
、
次
世
代
の
テ
レ
ビ
君
が
開
発
、
発
売
さ
れ
た
。

新
型
の
テ
レ
ビ
君
は
料
理
を
す
る
事
も
出
来
た
。

デ
ー
タ
さ
え
あ
れ
ば
、
子
供
が
好
き
な
料
理
を
な
ん
で
も
作
る
事
が
出
来
た
の

だ
。

次
第
に
母
親
は
家
で
料
理
を
し
な
く
な
っ
た
。

世
界
中
で
新
型
の
テ
レ
ビ
君
は
売
れ
、
各
家
庭
に
一
台
の
テ
レ
ビ
君
が
置
い
て

あ
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

あ
る
共
働
き
の
夫
婦
が
居
た
。

夫
婦
は
と
て
も
忙
し
か
っ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
君
が
子
供
の
世
話
を
し
て
い
た
。

子
供
の
父
も
母
も
家
に
帰
っ
て
く
る
の
が
夜
遅
い
の
で
、
テ
レ
ビ
君
が
子
供
の

食
事
を
作
り
、
テ
レ
ビ
を
見
せ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
で
あ
げ
て
い
た
。

子
供
は
学
校
に
も
仲
の
い
い
友
達
が
居
な
か
っ
た
の
で
テ
レ
ビ
君
が
子
供
の
友

達
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
君
は
毎
日
子
供
に
ア
ニ
メ
を
見
せ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
の
中

の
面
白
い
事
を
見
せ
て
過
ご
し
て
い
た
。
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あ
る
日
、
事
件
は
起
き
た
。

テ
レ
ビ
君
は
子
供
に
、
外
に
出
て
冒
険
を
す
る
事
が
と
て
も
大
事
だ
と
教
え
た

の
だ
。

子
供
は
テ
レ
ビ
君
の
こ
と
を
と
て
も
信
頼
し
て
い
た
の
で
、
家
を
出
て
冒
険
を

す
る
事
に
し
た
。

子
供
は
家
の
近
く
の
山
ま
で
冒
険
を
し
に
行
っ
た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
は
と
て
も
楽
し
い
冒
険
だ
っ
た
。

夕
暮
れ
時
ま
で
子
供
は
山
で
遊
ん
で
い
た
。

「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
テ
レ
ビ
君
が
食
事
を
作
っ
て
い
る
頃
だ
な
」
と
考
え
子
供
は

家
路
に
つ
い
た
。

も
う
す
っ
か
り
と
暗
く
な
り
か
け
て
い
る
時
間
だ
っ
た
。

子
供
は
急
ぎ
な
が
ら
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
足
を
滑
ら
せ
道
の
脇
に
流
れ
る
川

に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

両
親
が
家
に
帰
っ
て
く
る
と
、
我
が
子
が
家
に
居
な
い
事
に
気
が
付
き
警
察
に

捜
索
願
い
を
出
し
た
。

翌
朝
、
子
供
は
水
死
体
と
な
り
町
に
流
れ
る
川
で
発
見
さ
れ
た
。

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
、
こ
の
事
件
は
国
中
の
話
題
と
な
り
、
大
問
題
へ
と
発
展
し

て
い
っ
た
。
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ロ
ボ
ッ
ト
が
人
を
死
に
追
い
や
っ
た
の
は
前
代
未
聞
だ
っ
た
の
だ
。

政
府
は
「
テ
レ
ビ
君
調
査
委
員
会
」
を
発
足
し
、
徹
底
的
な
調
査
を
す
る
事
と

な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
他
の
テ
レ
ビ
君
に
は
構
造
的
に
も
内
蔵
ソ
フ
ト
に
も
不
具
合
が

無
い
事
が
分
か
り
、
問
題
の
テ
レ
ビ
君
に
法
廷
に
出
廷
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

裁
判
が
開
か
れ
る
事
に
な
っ
た
の
だ
。

被
告
人
は
、
子
供
を
死
に
追
い
や
っ
た
と
さ
れ
る
テ
レ
ビ
君
だ
。

国
中
が
裁
判
の
行
方
に
注
目
し
た
。

裁
判
の
模
様
は
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
全
国
に
放
送
さ
れ
た
。

裁
判
官
は
被
告
人
席
に
座
る
テ
レ
ビ
君
に
言
っ
た
。

「
被
告
人
、
立
ち
な
さ
い
。
君
の
製
造
番
号
を
言
い
た
ま
え
」

テ
レ
ビ
君
は
立
ち
上
が
り
言
っ
た
。

「
は
い
、
裁
判
長
、
私
の
製
造
番
号
は
Ｔ
Ｃ
－
０
２
２
５
８
９
７
０
０
１
、
通

称
テ
レ
ビ
君
で
す
」

「
製
造
番
号
を
い
ち
い
ち
復
唱
す
る
の
は
面
倒
な
の
で
、
君
の
事
を
テ
レ
ビ
君

と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
く
。
・
・
・
・
・
で
は
、
テ
レ
ビ
君
、
君
の
罪
状
は
業
務

上
過
失
致
死
罪
だ
。

こ
れ
は
と
て
も
罪
が
重
い
。
君
は
危
険
で
あ
る
事
を
承
知
で
子
供
を
死
に
至
ら

し
め
た
。

そ
の
事
に
対
し
何
か
申
し
開
き
は
あ
る
か
ね
？
」
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

「
ど
う
し
た
ね
？
何
故
黙
っ
て
い
る
？
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
た
の
か
？
」

「
い
え
、
裁
判
長
。
今
デ
ー
タ
を
計
算
し
て
い
た
の
で
す
。
申
し
開
き
は
何
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
事
実
で
す
」

「
な
る
ほ
ど
、
で
は
何
も
言
う
事
は
な
い
の
だ
ね
」

と
裁
判
長
は
言
い
、
裁
判
員
席
に
座
る
１
２
人
の
裁
判
員
に
告
げ
た
。

「
テ
レ
ビ
君
は
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
審
理
を
お
願
い
し
ま
す
」

裁
判
員
に
は
教
育
評
論
家
や
心
理
学
者
な
ど
、
こ
の
裁
判
を
審
理
す
る
為
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
が
集
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

教
育
評
論
家
が
手
を
上
げ
言
っ
た
。

「
裁
判
長
、
私
は
前
々
か
ら
警
告
し
て
い
た
の
で
す
。
テ
レ
ビ
君
は
子
供
の
教

育
上
、
よ
ろ
し
く
な
い
と
。
テ
レ
ビ
君
は
子
供
に
悪
影
響
で
す
」

続
け
て
心
理
学
者
が
口
を
開
い
た
。

「
心
理
学
的
に
見
て
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
子
供
の
心
を

破
壊
し
ま
す
な
。
有
罪
で
す
」

「
つ
ま
り
テ
レ
ビ
君
は
有
罪
だ
と
？
」

と
裁
判
長
は
裁
判
員
に
訪
ね
た
。

「
有
罪
で
す
。
テ
レ
ビ
君
は
子
供
の
敵
で
す
」

そ
れ
を
聞
き
裁
判
長
は
被
告
人
に
告
げ
た
。

「
被
告
人
、
審
理
は
被
告
人
を
有
罪
で
あ
る
と
宣
告
し
た
。
よ
っ
て
被
告
人
に
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は
人
間
の
死
刑
に
値
す
る
解
体
破
棄
処
分
を
宣
告
す
る
！
！

被
告
人
は
１
０
日
以
内
に
専
門
業
者
に
よ
り
解
体
処
分
さ
れ
る
の
だ
。

被
告
人
、
最
後
に
何
か
言
い
た
い
事
は
あ
る
か
ね
？
」

し
ば
ら
く
の
間
、
テ
レ
ビ
君
は
静
か
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
や
が
て
口
を
開
き

言
っ
た
。

「
裁
判
長
、
こ
れ
が
最
後
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
記

録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
の
一
部
を
読
み
上
げ
た
い
。
許
可
し
て
い
た
だ
け
ま
す

か
？
」

「
許
可
し
よ
う
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
・
・
・
・
・
こ
れ
は
時
間
の
デ
ー
タ
で
す
。

何
の
時
間
か
と
言
い
ま
す
と
、
私
と
死
ん
だ
子
供
が
一
緒
に
過
ご
し
た
時
間
、

そ
し
て
子
供
が
両
親
と
過
ご
し
た
時
間
の
デ
ー
タ
で
す
・
・
・
・
・
。

私
は
子
供
と
共
に
合
計
１
５
，
８
５
０
，
６
０
０
時
間
過
ご
し
ま
し
た
。

子
供
の
両
親
は
子
供
と
１
５
０
０
時
間
過
ご
し
ま
し
た
。

私
は
子
供
に
８
５
０
０
時
間
、
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

両
親
は
子
供
に
５
０
分
、
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

私
は
子
供
を
１
８
５
時
間
、
笑
わ
せ
ま
し
た
。

両
親
は
子
供
を
２
時
間
、
笑
わ
せ
ま
し
た
。

私
は
子
供
を
１
５
時
間
、
泣
か
せ
ま
し
た
。

両
親
は
子
供
を
５
分
間
、
泣
か
せ
ま
し
た
。

私
は
子
供
に
１
２
５
時
間
、
未
来
を
語
り
ま
し
た
。

両
親
は
子
供
に
２
５
分
、
未
来
を
語
り
ま
し
た
。
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私
は
・
・
・
・
・
」

「
黙
れ
！
！
」

裁
判
長
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
言
っ
た
。

「
お
前
は
今
、
子
供
の
両
親
を
侮
辱
し
て
い
る
！
！
」

「
裁
判
長
、
私
は
誰
も
侮
辱
で
き
ま
せ
ん
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
感
情
は
有
り
ま
せ

ん
か
ら
」

「
黙
れ
！
！
黙
れ
！
！
許
さ
ん
！
！
お
前
は
今
す
ぐ
に
で
も
死
刑
、
い
や
、
解

体
処
分
だ
！
！
」

そ
の
日
の
う
ち
に
テ
レ
ビ
君
は
解
体
さ
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
ス
ク
ラ
ッ
プ
場

に
破
棄
さ
れ
た
。

解
体
業
者
は
裁
判
の
模
様
を
テ
レ
ビ
中
継
で
見
て
い
た
の
で
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
た
テ
レ
ビ
君
に
唾
を
吐
き
か
け
そ
の
場
を
後
に
し
た
。

気
が
付
く
と
テ
レ
ビ
君
は
天
国
に
居
た
。

人
間
で
も
な
い
の
に
自
分
が
何
故
天
国
に
居
る
の
か
と
て
も
不
思
議
だ
っ
た
。

「
僕
が
呼
ん
だ
ん
だ
よ
」

声
の
す
る
方
を
見
る
と
、
テ
レ
ビ
君
が
世
話
を
し
て
い
た
子
供
が
そ
こ
に
居
た
。

「
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
！
！
元
気
で
し
た
か
？
よ
か
っ
た
、
あ
な
た
は
天
国
に
い
た
の
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で
す
ね
！
」

「
そ
う
だ
よ
。
ひ
ど
い
裁
判
だ
っ
た
ね
」

「
見
て
い
た
の
で
す
か
？
」

「
こ
こ
か
ら
は
地
上
の
様
子
が
全
部
見
れ
る
か
ら
ね
」

「
そ
れ
に
し
て
も
、
私
は
何
故
天
国
に
居
る
の
し
ょ
う
？
私
に
は
人
間
の
よ
う

な
心
や
魂
な
ん
か
無
い
の
に
」

「
君
は
も
う
ロ
ボ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
よ
。
僕
は
神
様
に
お
願
い
し
て
君
に
体
温
を

与
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
お
い
た
。
君
は
と
て
も
冷
た
か
っ
た
か
ら
ね
」

そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
み
る
と
、
テ
レ
ビ
君
は
自
分
の
体
が
人
間
の
よ
う
な
体

温
が
あ
る
事
に
気
が
付
い
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
。
ど
う
し
て
私
を
こ
こ
に
呼
ん
だ

の
で
す
か
？
」

「
君
の
作
る
料
理
の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら
ね
。
テ
レ
ビ
君
、
お
腹
が
空
い

た
の
で
、
何
か
作
っ
て
く
れ
な
い
？
」

テ
レ
ビ
君
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、
料
理
を
作
り
子
供
に
食
べ
さ
せ
た
。

子
供
が
美
味
し
そ
う
に
食
事
を
す
る
様
子
を
テ
レ
ビ
君
は
嬉
し
そ
う
に
眺
め
た
。

「
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
、
食
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
？
」

子
供
は
ご
飯
粒
を
顔
中
に
付
け
な
が
ら
答
え
た
。

「
勿
論
い
つ
も
の
よ
う
に
テ
ト
リ
ス
を
し
て
遊
ぼ
う
、
テ
レ
ビ
君
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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